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割引債の単利・複利に関する考察

割引債において、単利回りと複利回りは常にどちらか一

方が高いでしょうか。

状況によって、単利回りが低く複利回りが高いケ ースや

単利回りが高く複利回りが低いケースというように変わる

でしょうか。

結論と理由（証明）を考えてみましょう。
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＜債券価格と修正デュレーション＞

［問題］

さて、債券価格とデュレーションに関する小問題です。
I、IIの問題 とも、A については 1分、B については 3分以内で計算して下さい。

（関数電卓は必要ありません。 四則演算＋，ー，x,＋の計算機で計算可能です。）

I ．①クーポンC=3 ②期間（年数）n= 30 (30年） ③複利回りr = 0.05 (5%)④償還価格100円
の債券があります。 クーポンは年1回払いです。

ただし、 (1.05)の30乗＝4.32194 として下さい。
A)債券価格は、いくらですか。
B) デュレーションは、いくらですか。

II.①クーポンC=5 ②期間（年数）n = 30 (30年） ③複利回りr= 0.03 (3%)④償還価格100円
の債券があります。 クーポンは年1回払いです。

ただし、 (1.03)の30乗＝2.42726 として下さい。
A)債券価格は、いくらですか。
B) デュレーションは、いくらですか。

［解答］

下記の（ア）式、および（イ）式 に数値を代入し計算します。
30乗の数値は問題文にありますし、31乗の数値は30乗の数値に1回同じ数値を掛ければよいので、関数電卓は
必要ありません。
四則演算＋，ー，x,＋の計算機で計算可能です。
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* B)は、修正デュレーション の数値です。
今回の問題では、Iと11とも修正デュレーションに大きな差はありません。

ちなみ に、上記問題の状況で、単利回り を計算してみましょう。

I 単利回り I = 0. 0581 (5. 81 %) 

II 単利回り II = 0. 0265325 (2. 65325%) 

このよう に、Iのケースでは、 単利 ＞ 複利

IIのケースでは、 単利 く 複利

となっています。

cf. ディープ・ディスカウント債は、

Iのケ ースのように 単利のほうが複利より大きくなっています。






